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岩手県立盛岡第一高等学校

卒業 

東京大学法学部卒業 

外務省入省 

米国ジョンズ・ホプキンス

大学国際研究高等大学院修了 

その後、在シンガポール日

本大使館二等書記官、外務

省国連局科学課、外務省大

臣官房総務課課長補佐 等 

衆議院議員当選（４期連続） 

岩手県知事就任 

 

 

基調講演 

 

グローカルグローカルグローカルグローカル・・・・ポリシーポリシーポリシーポリシーのすすめのすすめのすすめのすすめ    
～～～～世界世界世界世界にににに通用通用通用通用するするするする地方自治地方自治地方自治地方自治へへへへ～～～～    

 

岩手県知事 

達 増  拓 也 

生年月日  昭和３９年６月１０日 

出 身 地  岩手県盛岡市 
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１１１１    今今今今、、、、グローカルグローカルグローカルグローカル・・・・ポリシーポリシーポリシーポリシー    

 

グローカルグローカルグローカルグローカル・・・・ポリシーポリシーポリシーポリシーとはとはとはとは何何何何かかかか    

 

【グローカル・ポリシーの基本的考え方】 

 

岩手県知事の達増拓也です。本日は、「グローカ

ル・ポリシーのすすめ ～世界に通用する地方自

治へ～」というテーマで、はじめに「グローカル・

ポリシーの考え方」、次に「グローカル・ポリシー

の具体例」、最後に「グローカル・ポリシーの背景

となるデモクラシーの理念」の順番でお話ししま

す。 

 まずは、グローカル・ポリシーとは何か。 

グローカルという言葉は、グローバルとローカ

ルを合成したものです。「シンク・グローバリー、

アクト・ローカリー（Think Globally，Act 

Locally）」という言葉がありますが、「グローバル

に考えてローカルに行動せよ」という考え方であ

って、この「シンク・グローバリー、アクト・ロ

ーカリー」を略してグローカルと言います。です

から、グローカル・ポリシーというのは、グロー

バルに考えてローカルに行動する政策、言いかえ

ますとグローバル化に対応するための地方政策で

あり、あえて訳すと地球政策と地方政策を合成し

て地球方政策とでもなりましょうか。 

 

【なぜ、今、グローカル・ポリシーか】 

  

次に、「なぜ今、グローカル・ポリシーか」。 

一言で言うと、いま我々が地方の現場において

直面している危機である地方財政の危機、地方経

済の危機、地方社会の危機、こうした危機はひと

えに日本がグローバル化に対応できないでいるこ

とが原因であり、そして国がグローバル化に対応

できないのなら地方がやるしかないと考えられる

から、「今、グローカル・ポリシー」ということで

す。政府の経済財政諮問会議が出している「骨太

方針 2008」で、世界の中でも日本はグローバル

化に対応する構造改革に成功していないと述べら

れています。 

 さて、この構造改革ですが、私は 1986 年の前

川レポートが構造改革の原点であると考えていま

す。前川レポートの趣旨は、日本の経済社会構造

を国際化や情報化に対応したものに改革しようと

いうことであり、その眼目は、一言で言うと内需

拡大型の経済構造への転換であったと思います。

真の構造改革、日本が目指すべき構造改革という

のは内需を拡大するということだったはずです。

すなわち、輸出主導の外需依存の経済構造から内

需拡大型の経済構造に転換するということであり、

言いかえると国内消費、なかんずく地方における

消費が拡大して、国の中でお金が回って経済が成

長していくという、そういう構造にしていこうと

いうことであったはずです。地方の中小企業、地
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（１）グローカル･ポリシーとは何か
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（１）グローカル･ポリシーとは何か

＜提言内容＞

　２．国際的に調和のとれた産業構造への転換

　３．市場アクセスの一層の改善と製品輸入の促進等

　４．国際通貨価値の安定化と金融の自由化・国際化

　５．国際協力の推進と国際的地位にふさわしい世界経済への貢献

　その他

� なぜ、今、グローカル・ポリシーか

○経済構造改革の原点　「前川レポート（86年）」
　　　　国際協調のための経済構造調整研究会報告書

１．内需拡大１．内需拡大 我が国が目指すべき「真の改革」
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域の商店街、そういったところが活力を持って国

全体の経済が成長していく。しかし、そういう内

需拡大型の構造改革が進まないうちにバブル崩壊

で内需は落ち込んでしまい、真の経済構造改革は

挫折した格好になっていると言っていいと思いま

す。巨額の財政赤字と低金利政策により、内需拡

大型の政策を政府が打つことができず、マクロ経

済政策に関して、いわば日本は主権を喪失したよ

うな状態になっています。 

21世紀の日本は、グローバル化に適応できず、

世界経済の中でほとんど唯一停滞している状況で

す。グローカル・ポリシーは、日本に必要な真の

改革である内需拡大型の経済社会構造に日本を変

えるための政策でもあるわけです。 

 

 

【グローカル・ポリシーの目指すもの】 

 

 さて、グローカル・ポリシーの目指すものは内

需拡大型の経済構造なのですが、いま国と地方に

はお金がありません。むしろ巨大な借金を抱えて

いるのが国と地方であります。ただ、日本全体に

はお金は余っている状態ですし、また世界全体で

もお金が余っている状態です。そういう余ったお

金が原油投機や穀物投機に流れて、原油高とか穀

物高になっているわけで、こうしたお金が投機に

流れずに実物経済の事業にきちんと流れていけば

投機マネーがだぶついたりはしないはずです。あ

る意味、今は世界全体として事業が足りないのだ

と思います。日本の中においても事業が足りない

と言っていいと思います。地方の現場において事

業が足りない、だからお金が回っていないし、所

得が低迷しているわけで、事業を地方の中にどう

起こしていくかということが我々が直面する課題

であり、改革というのはそれを実現するための改

革でなければならないと思います。 

地域への投資が活発に行われて、地域の消費が

拡大し、そして地方の中小企業が活性化して日本

全体の経済がよくなる、これが前川レポート以来

の改革の目標だったはずです。 

 1980 年代には、こういったことを国の力でや

ろうとして、バブルが崩壊して挫折してしまいま

した。そして、バブル崩壊以降、国はもうそうし

た真の改革ができないような構造になってしまっ

た。 

したがって、地方が自分でやるしかない、地方

が直接世界を相手にしていく、地方が自らの手で

事業をつくっていくしかない、これがグローカ

ル・ポリシーの目指すものです。 

ちなみに、地方で事業を起こして地方でお金を

回すという内需拡大型の経済構造と、地方が世界

を相手に競争していくという輸出は、一見矛盾し

ているように見えるかもしれませんが、輸出も東

京一極集中的な輸出ではなくて、各地方が直接グ

ローバル経済に参加していくような分権型の輸出

であれば矛盾はしません。地方が直接世界と取引

を行って、世界からお金を呼び込み、そのお金が
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　真の改革

内需拡大型の経済社会構造への転換
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地域へ投資されることによって経済が成長してい

く姿を目指すのがグローバル時代の内需拡大策で

あると思います。 

一極集中のままグローバル化の中に入っていく

と、地方はいわば植民地化されたような状態にな

ってしまいます。いま日本で格差拡大、格差社会

化ということが言われていますが、格差が広がる

というのは植民地型の経済社会構造の特徴であり、

成熟した先進民主主義国においては格差は縮小さ

れるべきです。したがって、これは日本だけでは

ないのですが、格差が拡大している地域、地方と

いうのはグローバル経済の中で植民地化されてい

る、主体性を失ってどんどん疲弊している状態だ

と思いますので、その流れを日本において地方か

ら逆転させていかなければなりません。 

 

 

グローバルグローバルグローバルグローバル化化化化のののの歴史歴史歴史歴史をををを振振振振りりりり返返返返るるるる    

 

【グローバル化の歴史】 

 

 次に、現在のグローバル化の状況を理解するた

めに、グローバル化の歴史を振り返ってみましょ

う。 

グローバル化の歴史というと、今のグローバル

化の前に、過去にグローバル化の波があったのか

ということですが、過去２回あったと私は思って

いまして、今回が３回目のグローバル化の波にな

ります。 

１回目のグローバル化の波というのは 16 世紀、

いわゆる大航海時代が最初だったと思います。２

度目は 19 世紀後半、帝国主義の時代におけるグ

ローバル化の波、これは日本では幕末維新の時代、

黒船の時代になります。そして今回が３度目のグ

ローバル化の波となります。 

 まず、16 世紀の大航海時代ですが、この時代

の代表的なテクノロジーは帆船と火薬です。そし

て、主要な国家はスペインとポルトガル、主要な

思想はカトリックと冒険主義、富の中核は産物、

金とか銀、あるいは胡椒や砂糖といった１次産品、

もしくは鉱物資源、そういったものが富の中核で

した。 

 日本はこのころ戦国時代で、実は日本も大航海

時代と呼んでいいような状況にありました。当時、

イギリスの海賊とかいろいろな国の海賊が７つの

海で活躍するのですが、日本では倭寇という海賊

が猖獗（しょうけつ）を極めており、明の沿岸を

荒らし回っていました。明が滅亡したのはこの倭

寇の被害によるのが大きいという説もあります。

また、ルソン助左衛門ですとか、山田長政ですと

か、今のフィリピン、タイにどんどん出て行って、

そこに日本人町を造っていたわけです。 

 主要なテクノロジーが帆船と火薬だと言いまし

たが、この火薬は鉄砲となり、鉄砲の時代でもあ

りました。戦国時代から安土桃山時代にかけての

日本国内の鉄砲の総数というのは、全ヨーロッパ

の鉄砲の総数を上回っていたという研究があり、

ヨーロッパ諸国が大航海時代を、十分な技術を持

って迎えていたのと同じ程度に、日本も高い技術

で大航海時代を迎えていたわけです。この大航海

時代に成功するには一定のサイズが必要です。貿

易を国家が独占し、国の認可を受けた貿易船を海

軍力で守るということができるくらいのサイズが

ないと国としてやっていけなかったわけです。ポ
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（２）グローバル化の歴史を振り返る

�グローバル化の歴史
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ルトガルや、その後はオランダといった小さいサ

イズの国、イタリアでも都市国家のベネチアとか、

そういったところが活躍していて、いわば道州制

の州のサイズ、そのくらいのサイズが実は大航海

時代にはちょうどいいサイズでした。 

 日本でも戦国時代、応仁の乱のころ、山口県の

大内氏が非常に貿易で栄えまして、大内氏はその

後、内紛で毛利に取ってかわられてしまうのです

が、大内氏が順調に伸びていたら、ポルトガルの

ような国になっていたと思います。また、東北で

は伊達氏が独自にスペインと国交を結んで徳川に

対抗しようとしていましたが、奥州王と名乗って

スペインに人を派遣したりするわけです。 

こうした道州くらいのサイズでやっていけたの

がこの時代なのですが、日本も織田信長がいなか

ったら、恐らく道州サイズの国々に分かれていた

のではないでしょうか。その当時のドイツは、プ

ロイセンとかザクセンとかバイエルンとかに分か

れていました。日本であれば毛利とか島津、武田、

上杉、北条、伊達といったサイズであり、日本で

もそうした国々が領邦国家として均衡を保ち、バ

ランスをとってヨーロッパ型の近代に突入してい

ったと思います。しかしながら、織田信長が異常

に強かったのです。その後の秀吉、家康も含めて

天下統一ができてしまったわけで、ドイツとかイ

タリアでは、そういう天下統一はできなかった。

勢力均衡で領邦国家として歴史が進んでいったわ

けですが、日本の場合、天下統一勢力の信長、秀

吉、家康が強かったせいで、交易も天下統一勢力

が独占しました。徳川家は鎖国体制をとりますが、

鎖国も一種の徳川家による貿易の独占体制でして、

この大航海時代に対する一つの日本の対応だった

と思います。 

 大航海時代は、そういう意味で州の時代とも言

え、アメリカの州というのもこのころできている

わけです。大航海時代、イギリスがアメリカに植

民地、バージニアから始まってどんどんつくって

いきますが、そのときにやはり州サイズがちょう

どよかったわけです。スペイン、ポルトガルが植

民地化していった中南米、今のブラジルとかメキ

シコなどにも州ができていきます。 

 道州制の議論と絡めていろいろ考えますと、世

界のあちこちに州というものがありますが、ほと

んどこの時代にできていると言っていいと思いま

す。そして、それは大航海時代の重商主義の経済

社会構造に対応したサイズであって、そういう歴

史的必然のもとでできているものなのです。日本

の場合には天下統一がされてしまったので、そう

いう州というものが生まれなかったし、根づかな

かった。日本はそういう歴史を経ているわけであ

ります。 

次に 19 世紀後半、帝国主義時代のグローバル

化ですが、代表的なテクノロジーは蒸気船と鉄道、

主要な国家はイギリスとロシア、ドイツですが、

大英帝国がメインであって、その大英帝国にロシ

アとドイツが挑戦したのが主な構造です。主導的

な思想はプロテスタンティズムと技術主義、富の

中核は工業製品。大航海時代の富の中核が１次産

品や、金や銀といった鉱物資源だったのに対し、
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この帝国主義の時代には工業製品が富の中核にな

るわけです。 

 当時の日本は幕末維新でした。そのころ地方に

おいては、各藩が一種の重商主義政策を競うわけ

です。それは日本国内市場向けなのですが、商品

作物などをどんどん開発して、それで藩の財政を

立て直したり、いろいろな武器を買いそろえたり

する資金を稼ごうとして、あるいは薩摩は琉球を

介した密貿易をやったりして、どんどんお金を稼

いで雄藩と呼ばれるようになっていきます。 

 一方で蘭学による情報収集が進み、欧米列強と

の接触もあり、やがて黒船がやってきました。各

藩は大航海時代的な重商主義政策でやっていたわ

けですが、どうもそれでは足りないようだ、工業

化を進めなければならないようだとなりました。

ただ全部の藩が工業化に走ったわけではなく、先

見の明がある藩主、藩士に恵まれた藩、雄藩と呼

ばれるような藩が工業化、特に西洋式の大砲を自

前でつくるとか、船を自分たちでつくるとか、そ

ういう工業化に各藩が走るわけです。 

しかしこの工業化については国家規模の集権が

有利なのです。州のサイズでは小さ過ぎる、国民

国家の規模がないと工業化の時代には生き残るこ

とができない。そこで、日本では明治維新によっ

て中央集権化が進んだわけで、明治維新とほぼ同

じころにドイツの統一、イタリアの統一、ばらば

らの州サイズの国に分かれていたドイツ、イタリ

アもそれぞれ統一国家になるわけです。 

 この２回目のグローバル化の時代は、そういう

国家のサイズがものを言う時代でしたので、地方

にとっては一種冬の時代ではありました。ただ日

本を中央集権化させていくにあたっては、各藩の

藩士、志士と呼ばれた人たち、そういう地方の人

たちが活躍をして近代日本をつくっていくわけで、

過去２回のグローバル化は地方の活躍によって日

本は対応したのだと思います。 

さて今回起きているグローバル化でありますが、

代表的なテクノロジーはジェット機とインターネ

ットでしょう。ジェット機により世界のどこにで

も移動することができるようになりました。また、

インターネットにより世界のどことでも通信がで

き、情報の交換ができるようになりました。主要

な国家はアメリカ、主導的な思想は原理主義と地

球主義、富の中核はマネーとなります。 

 

 

【今次グローバル化の特徴】 

 

 今回のグローバル化の特徴について確認します

が、まずマネーの支配ということが大きいです。

金融を握った者が勝つ、金融で新しいテクノロジ

ーを開発したところが栄える。もう金だ銀だ、胡

椒だといった現物を押さえるだけではだめですし、

工業製品を上手につくるというだけでもだめで、

マネーというものを使いこなすことができなけれ

ばならない、そういう時代です。 

 そして高度情報化、これは知識経済とか知価社

9

（２）グローバル化の歴史を振り返る

� 今次グローバル化の特徴

　①　マネーの支配

　②　高度情報化、知識経済、知価社会

　③　エコロジー、ロハス、スピリチュアリズム

　④　文化、文明、宗教
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会とか言われていますが、高度情報化がこれまで

になかった今回のグローバル化の特徴です。そう

いう情報化の時代だからこそ本物が求められ、オ

ンリーワン的な独自のもの、文化、伝統、そうい

ったものが着目されます。一方で本物が求められ

るということは、人類全体にとって本当に大事な

ことは何かというエコロジー、ロハス、スピリチ

ュアリズムのようなものが求められる、そういう

時代です。 

 

 

【国際化と情報化に失敗している日本】 

 

 過去２回のグローバル化に曲がりなりにも対応

できた日本が、今回のグローバル化にどういう状

況にあるかというのをまとめてみました。 

まず「マネー敗戦」。これはバブルが生じてそれ

が崩壊してしまった、また崩壊した後、長く不況

が続いたということを含め、これはマネー敗戦と

言われています。 

 そして「都銀、証券、生保の壊滅」。マネーがも

のを言う今次グローバル化の時代に、中核的な役

割を果たさねばならないはずの大銀行や証券会社、

生命保険等保険会社が日本においては壊滅的な打

撃を受けたわけです。外国に買われてしまったと

ころも多々ありますし、生き残っているところも

青息吐息であったりとか、世界を舞台に活躍する

というような状況ではありません。 

 次に「改革の迷走」。1980 年代からこのグロ

ーバル化への対応というのは国際化とか情報化と

いうかけ声で言われていたわけですが、20 年、

30 年経つのにうまくいかない。改革、改革と叫

ばれ続けているのにもかかわらずです。 

 「偽装問題」。情報化の時代には、正確さ、正直

さが大切なのですが、去年の日本を象徴する漢字

がにせものの「偽」という字だったことに象徴さ

れるように、正確さへのこだわりのなさというよ

うな、何か妙な文化があるように思います。信頼

できない情報は、インターネットに乗せると混乱

を広げるだけであり、情報化を成功させることが

できなくなってしまうのです。 

 「話し合い解決の忌避」。これは話し合いや理屈

によって、お互い納得して物事を解決していくと

いうよりは、その場しのぎの嘘で切り抜けたり、

あるいは金で解決したりとか、そういった風土が

情報化や国際化への成功を防いでいるのではない

かということです。 

 「国家の未成熟」。中央集権化が問題であると言

われる一方で、実は国家としての成熟がまだまだ

なのではないかという問題も同時にあると思いま

す。 

「幕末に人材を消耗」。幕末の志士は命がけで世

の中を変えようとして、自分の命を犠牲にしてい

きました。司馬遼太郎氏は、厚い壁に生卵をぶつ

けるようにして命を散らせていったと書いていま

すが、第一次世界大戦のころのイギリスの学生も

そうでありまして、イギリスを守るためにエリー

ト層がまず率先して戦いに行かなければならない

ということで、オックスフォードやケンブリッジ

の学生が最前線に行って次々に命を失い、大きな

人的損失を被りました。幕末も同じように人材を

消耗したのではないかなという感じがいたします。 

その関連で、「旧日本軍の呪縛」。旧日本軍には

いろいろな問題があるのですが、特に問題だと思

っていることは、盗みが慫慂（しょうよう）され

ていたということです。装備品を失くしたとき、

10

（２）グローバル化の歴史を振り返る

� 国際化と情報化に失敗している日本

マネーマネーマネーマネー敗戦敗戦敗戦敗戦マネーマネーマネーマネー敗戦敗戦敗戦敗戦

偽装問題偽装問題偽装問題偽装問題偽装問題偽装問題偽装問題偽装問題

幕末幕末幕末幕末にににに
人材人材人材人材をををを消耗消耗消耗消耗？？？？

幕末幕末幕末幕末にににに
人材人材人材人材をををを消耗消耗消耗消耗？？？？

都銀都銀都銀都銀・・・・証券証券証券証券・・・・
生保生保生保生保のののの壊滅壊滅壊滅壊滅

都銀都銀都銀都銀・・・・証券証券証券証券・・・・
生保生保生保生保のののの壊滅壊滅壊滅壊滅 改革改革改革改革のののの迷走迷走迷走迷走改革改革改革改革のののの迷走迷走迷走迷走

話話話話しししし合合合合いいいい解決解決解決解決
のののの忌避忌避忌避忌避

話話話話しししし合合合合いいいい解決解決解決解決
のののの忌避忌避忌避忌避 国家国家国家国家のののの未成熟未成熟未成熟未成熟国家国家国家国家のののの未成熟未成熟未成熟未成熟

旧日本軍旧日本軍旧日本軍旧日本軍のののの
呪縛呪縛呪縛呪縛

旧日本軍旧日本軍旧日本軍旧日本軍のののの
呪縛呪縛呪縛呪縛

明治維新明治維新明治維新明治維新のののの
負負負負のののの遺産遺産遺産遺産

明治維新明治維新明治維新明治維新のののの
負負負負のののの遺産遺産遺産遺産
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それは天皇陛下からいただいているものなのに、

失くすというのはけしからん、では、どうするか

というと、他の人から盗んでいいと、盗まれたほ

うが悪いという、そういう文化があったそうです。 

そして「明治維新の負の遺産」。勝てば官軍とい

う恐ろしい言葉が明治維新の教訓として残るわけ

です。とにかく勝てばよかろうと、どんな手段を

使ってでも勝てばいいのだ、後でみんなに認めら

れるのだというような、そういう発想は明治維新

のときに日本全体に広がってしまい、それが今回

のグローバル化に日本が対応できない、そういう

社会背景になっているのではないのかと思ってい

ます。 

いずれ日本全体としては、今こういう調子です

ので、地方から事態を打開していかなくてはなり

ません。 

    

    

    

    

    

    

２２２２    実践実践実践実践！！！！グローカルグローカルグローカルグローカル・・・・ポリシーポリシーポリシーポリシー    

    

岩手岩手岩手岩手においてにおいてにおいてにおいて今今今今なすべきことなすべきことなすべきことなすべきこと    

 

【情報化と地方の自立】 

  

次に、「実践！グローカル・ポリシー」に移りま

す。 

まず第１に、岩手において今なすべきこと、こ

れは岩手に限らず地方において今なすべきことな

のですが、情報化というのが今回のグローバル化

の一大特徴です。 

情報化というのは個人の能力を極大化します。

一個人が大企業を向こうに回してインターネット

でけんかをする、そして勝つ、そういうことがで

きる時代です。あまりいい例ではないのですが、

アルカイーダ、理念や行動様式、文化、信念を共

にするああいうネットワークが、まさにジェット

機とインターネットを使ってアメリカと対等に戦

っているような状況をつくり出すことができる。

能力が極大化された個人がネットワークを結んで

世界を舞台にいろいろなことを自由にやれるのが

情報化の時代、今のグローバル化の時代でありま

す。 

 今までは国にしかできなかったようなことが、

地方あるいは個人またはＮＰＯなどにもできる 
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（１）岩手において今なすべきこと

�情報化と地方の自立

情報化の進展

グローカル・ポリシーを持たなければならない理由

中央集権でなければならない正当性の喪失

個人・地方の
自立性の高まり

ＩＴ技術により
個人の力が極大化

中央と地方の
情報格差が解消
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ようになっています。これが自治体がグローカ

ル・ポリシーを持たなければならない理由であり、

また持つことができる理由でもあります。 

 

 

【「グローカル・ポリシー」の主体】 

 

 グローカル・ポリシーの主体ということを次に

お話しします。 

グローカル・ポリシーを推し進めていく主体と

しては、まず志を同じくするネットワークであれ

ばいいのです。参考になるのはトヨタグループで

す。30 万人くらいの社員で共通の理念、共通の

スタイルを持って、世界を舞台に自動車産業とい

う分野で活躍している。そういうトヨタグループ

も、このグローバル化の時代における優れたネッ

トワークの一つだと思います。 

 次は基礎自治体。帝国主義時代のグローバル化

というのは国家が一番適切な単位、主体だったわ

けですが、今は国家である必要はなく、さきほど

言ったように地方でもいいし、地理的、文化的に

まとまりのある地域の方が共通の理念や共通のス

タイルでネットワークをつくりやすいと思います。 

なお、市町村合併についてですが、世界を相手

に自立することができる単位を基礎自治体として

いくためには、市町村合併が非常に有効だと思っ

ています。 

 次に、県ですが、県には 130 年から 140 年の

歴史があり、また旧藩の歴史、岩手であれば基本

的に南部藩と伊達藩から成っているのですが、そ

れを入れると 400 年以上の歴史があるわけです。

さらに大和の国とか出雲の国とか、旧分国法の国

名というのは古事記や日本書紀などに載っている

わけで、そういう地理的、文化的なまとまりとい

うのは、グローバル化の時代に非常に有効な単位

であると思います。 

 岩手の場合、県内を県北、県央、県南そして沿

岸の４つの広域に分けて、その４つの地域それぞ

れが世界を舞台にやっていけるようにしていこう

ということを目指しています。県というサイズで

は少し大き過ぎるというのであれば、県内の広域、

これは市町村より大きく県より小さい単位なので

すが、そういう県内の広域というのが主体になり

得ると思います。 

 最後に、複数県による広域連携。東北でいま、

自動車産業集積連携会議というのをつくり、東北

を新しい自動車産業の集積拠点にしようという運

動をしているのですが、分野別、機能別の複数県

による広域連携により、世界を相手に事業を起こ

していくということが可能であると思います。 

 

 

【県としての具体的な実践方向】 

  

県としての具体的な実践方向として、まず第１、

「地域の魅力やすぐれた取組みを発信し、世界に
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（１）岩手において今なすべきこと

� 「グローカル・ポリシー」の主体

　①　志を同じくするネットワーク

　②　基礎自治体

　③　県

　④　県内の「広域」

　⑤　複数県による広域連携
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（１）岩手において今なすべきこと

�県としての具体的な実践方向

　①　地域の魅力や優れた取組みを発信し、世界に貢献する
　　　　（「安全安心な農林水産物」など）

　②　昔からあるものや今あるものに新たな光をあてる
　　　　（「伝統芸能・工芸」など）

　③　地域や民間の潜在的な力を引き出す
　　　　（「いわて未来づくり機構」など）

　④　全国・世界との多様なチャネルをつくる
　　　　（「Ｔｈｉｎｋ　Ｇｌｏｂａｌｌｙ」）
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貢献する」、こういう視点が必要だと思います。そ

れぞれの地域には、世界に通用する優れた取組み

があるはずです。それらを世界に発信し、世界で

起こっている問題解決に貢献する。岩手の場合、

安全、安心な農林水産物を海外に輸出あるいは技

術移転すること、あるいは環境保全分野の技術供

与を行うことなどで世界に貢献できると考えてい

ます。 

 ２つ目の視点が、「昔からあるものや今あるもの

に新たな光をあてる」ということ。グローバルな

視点から地域にあるものを見つめ直し、新たな価

値を掘り起こす。鹿踊りや七頭舞のような伝統芸

能や、伝統工芸といった地域固有の価値をグロー

バルな視点で再認識し、新たな価値の創造につな

げていく。日本の伝統芸能、郷土芸能というのは、

どの地域も非常にレベルが高く、それぞれが国際

的に通用する文化的価値を持っていると思います。 

３つ目の視点として、「地域や民間の潜在的な力

を引き出す」ということ。行政にはコンサルタン

トやコーディネートを行う広告代理店的な役割を

担い、地域や民間の眠っている力を掘り起こし、

ビジネスチャンスを創出したり、地域の活性化を

図ることが求められています。岩手では、産学官

が連携して岩手の未来づくりを考え行動するラウ

ンドテーブルとして、いわて未来づくり機構を今

年４月に設立しました。岩手県知事の私と岩手銀

行の会長と岩手大学の学長の３人が発起人になっ

てつくったものです。これは、単に提言をするた

めの機関ではなく、提言に行動を伴うものであり、

全国初の試みではないかと思っています。志を同

じくする多様な組織が手を携え、知恵を出し合い、

スピード感を持って実践していくということで、

地域の総合的な発展を目指しています。 

 ４つ目の視点として、「全国や世界との多彩、多

様なチャネルをつくる」ということがあります。

さまざまなチャネルを活用して、多くの人たちに

その地域を見てもらい、触れてもらい、評価をし

てもらうということで、シンク・グローバリーの

きっかけとなると考えています。 

 

 

【岩手の持つ可能性】 

 

 もう少し具体例を申し上げますと、岩手の持つ

可能性として、次の４つが世界に通用するのでは

ないかと考え、いま取り組んでいます。 

まず１つ目は、海外で高い評価の高品質で安全、

安心な農林水産物です。中国の富裕層、また中間

層の需要の高まりを受け、岩手ではアワビなどを

中国に輸出しております。また、マレーシアやシ

ンガポールに米の輸出を開始しました。中国を含

むアジアの経済成長によって、今後は農林水産物

が重要な輸出品となり外貨を稼ぐことにつながっ

ていくと思います。 

 ２つ目は、世界に通じる技術を有するものづく

り産業の集積。トヨタや東芝などグローバル市場

で競争している大企業が岩手にも工場を立地する
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（１）岩手において今なすべきこと

�岩手の持つ可能性

　①　海外で高い評価の高品質で安全・安心な農林水産物

　②　世界に通じる技術を有するものづくり産業の集積

　③　多彩な観光資源

　④　地域コミュニティの潜在力
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ようになっています。岩手の北上川流域には、ト

ヨタ系の関東自動車工業が進出してきており、ト

ヨタ自動車の小型車分野における世界のマザー工

場に位置づけられ、そして 2010 年には宮城県に

トヨタグループの完成車製造工場であるセントラ

ル自動車が移転する予定です。このように東北地

方は東海、九州に次ぐ第３の自動車産業集積拠点

となりつつあります。 

 また、一つのエピソードですが、盛岡セイコー

では、機械式時計に漆の文字盤をはめ込んだ腕時

計、中尊寺金色堂をあしらった腕時計を作ってお

り、これは値段が 5,000 万円します。そういう

ものを技術と文化の粋として、外国人にも見ても

らえるような形で作っています。 

 ３つ目は、多彩な観光資源。岩手は平泉などの

歴史的な遺産、三陸海岸、八幡平などの豊かな自

然、そして多くの伝統芸能などの豊富な文化資源

を有しております。国でも観光庁というものを設

置するということで、観光産業はこれから期待さ

れる分野だと思います。こうした動きを着実にと

らえながら、岩手の観光資源を最大限に活用して

いきたいと思っています。 

 ４つ目は、地域コミュニティの潜在力です。去

年、岩手県内にある町内会や自治会といった約

3,700 のコミュニティの実態調査をいたしまし

て、元気なコミュニティ 100 選という事業を行

いました。例えば田野畑村の甲地（かっち）自治

会というところでは、老朽化した地区集会施設と

消防屯所を新築取得するため、地縁団体を結成し

て法人格を取得し、地元負担として１世帯あたり

５万円を徴収して、用地取得から設計審査、工事

契約、施工管理、不動産登記までのすべてを自治

会が主体となって実施したという例があります。

グローカル・ポリシーを進めていくために、こう

した地域力が鍵を握ると考えています。 

 

 

 

【岩手の持つ可能性（東北各県との連携）】 

 

 次に、東北各県との連携でありますが、青森県、

秋田県と岩手県の３県を北東北３県と呼んでいま

す。気候風土や政策課題が似通っておりまして、

平成９年から広域連携を実施しています。平成12

年には北海道も加わって、北海道・北東北知事サ

ミットを毎年開催しています。これまでに連携事

業として 129 項目が合意され、実行に移されて

います。例えば大阪市、福岡市に合同アンテナシ

ョップを設置する。産業廃棄物税を共同で導入す

る。地方債、「北東北みらい債」というのですが、

地方債を共同発行する。「さくらワイン」の開発・

販売。北東北３県で採れるヤマブドウと秋田県の

総合食品研究所で開発したさくら天然酵母を活用

し、岩手県のくずまきワイナリーで醸造、販売す

る。こうした様々な広域連携を北東北３県プラス

北海道でやっています。 

 それ以外の近隣県との関係として、宮城県と共

同で中国大連事務所を設置しています。また、宮

城県沖地震に備えた津波防災対策、県際地域にお

けるさまざまな連携を行っております。 

 東北全体では、先ほども申し上げました東北自

動車産業集積連携会議の設立、新潟県も含んだ東

北観光推進機構の設立等があります。 

世界を相手にした場合に、東北というサイズの

ほうが外国から見えやすいということもあるわけ

で、そういうスケールメリットの観点から、こう

16

（１）岩手において今なすべきこと

�岩手の持つ可能性（東北各県との連携）

【【【【北海道北海道北海道北海道・・・・北東北北東北北東北北東北によるによるによるによる連携連携連携連携（（（（主主主主なななな成果成果成果成果）】）】）】）】【【【【北海道北海道北海道北海道・・・・北東北北東北北東北北東北によるによるによるによる連携連携連携連携（（（（主主主主なななな成果成果成果成果）】）】）】）】

　①　合同アンテナショップの設置

　②　産業廃棄物税の共同導入

　③　地方債（北東北未来債）の共同発行

　④　さくらワインの開発・販売
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した広域連携が有効な手段であると考えています。 

 

 

二二二二つのつのつのつの基本戦略基本戦略基本戦略基本戦略    

 

【「新地域主義戦略」と「岩手ソフトパワー戦略」】 

 

 次に、２つの基本戦略についてお話をします。 

地域資源を最大限に活用し、地域社会のすべて

の構成主体が一体となって取組みを進める、いわ

ゆる「地域経営」の考え方をベースとして、今年

の１月に岩手県総合計画の後期実施計画である

「いわて希望創造プラン」という４カ年計画を策

定しました。その際、計画を策定して事業を実施

していくというこれまでのやり方では、岩手が置

かれている厳しい状況に対応できないのではない

か、危機管理型の戦略的な作戦行動が必要ではな

いかという問題意識から、２つの基本戦略という

ものを策定しました。 

 その１つが「新地域主義戦略」です。地方自治

法上、地方公共団体と位置づけられていない、１

つは広域振興圏、もう１つは地域コミュニティ、

これらに光を当てて地域を元気にしていこうとい

うものです。岩手を４つに分け、４つの広域振興

圏をフロンティアととらえ、それぞれの圏域にお

いて産業の振興を図るなど自立性を高めていく。

同時に地域コミュニティの機能を高め、これは自

治会、町内会、そういった草の根コミュニティで

すが、これらを元気にすることで岩手全体を元気

にしていく、これが「新地域主義戦略」です。 

 

 

【岩手ソフトパワー戦略】 

 

 もう一つの戦略が、「岩手ソフトパワー戦略」で

す。 

ソフトパワーという言葉は、国際政治学者のジ

ョセフ・ナイ・ハーバード大学教授が提唱した概

念です。もともとは軍事力や経済力といったハー

ドパワーに対して、文化や政策の魅力によって国

際社会において目的を達成する、そういう力とし

て提唱されたものですが、地方自治においても非

常に重要な考え方だと思っています。 

わが県ではソフトパワーを、「文化的魅力と道義

的信頼によって相手を動かす力」と定義しており、

岩手の文化的魅力、そして道義的信頼を高めてい

こうと考えています。これはいわゆるブランド力、

岩手ブランドの強化ということにもつながります

ので、ソフトパワーというのはブランド力ととら

えていただいても構いません。 

 文化的魅力としては、平泉の歴史的遺産があり

ます。また、石川啄木や宮沢賢治に代表される文

学世界、そして鹿踊りや神楽舞などといった伝統

芸能があります。こうした文化的魅力を守り育て

17

（２）二つの基本戦略
　　　　　（いわて希望創造プラン）

� 「新地域主義戦略」

� 「岩手ソフトパワー戦略」

　■　地方自治法上の地方公共団体ではない二つの地域に注力

　■　「４つの広域振興圏」は自立のためのフロンティア

　■　「地域コミュニティ」は共生のための基礎

考え方

　■　岩手の文化的魅力や道義的信頼により岩手全体の対外的
　　評価を高め、産業振興や地域振興に活かしていくもの

考え方

18

（２）二つの基本戦略
　　　　　（いわて希望創造プラン）

� 「岩手ソフトパワー戦略」
ソフト･パワーとは？

○　強制や報酬ではなく、魅力によって望む結果を得

　る能力。　　　

○　ソフトパワーは、国の文化、政治的な理想、政策

　の魅力によって生まれる。　

　　　　　（『ソフト･パワー』ジョセフ・ナイ著）≒

文化的魅力文化的魅力文化的魅力文化的魅力とととと道義的信頼道義的信頼道義的信頼道義的信頼によってによってによってによって相手相手相手相手をををを動動動動かすかすかすかす力力力力
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て発信していく体制を整えようということで、今

年の３月に岩手県文化芸術振興基本条例をつくり

ました。この条例をソフトパワー戦略のバックボ

ーンの１つとし、将来にわたって総合的な施策を

推進する基本的方向を定めました。 

 文化的魅力に次いで道義的信頼ですが、これは

先人が財産であり、まじめさ、勤勉さという岩手

人のイメージが先人の皆さんによってつくり上げ

られています。新渡戸稲造、後藤新平、原敬、金

田一京助、このお四方に加えて米内光政ですとか

高野長英ですとか、そういう人づくりの土壌が岩

手にはあります。司馬遼太郎さんの「歴史を紀行

する」という本では、「明治維新後の歴史の中で日

本最大の人材輩出県は岩手県だ」と言っていただ

いており、人が育つ岩手、人を育てる岩手という

のをスローガンにしていこうと思っています。 

こうした文化的魅力プラス道義的信頼というの

を岩手ブランドに結びつけて、買うなら岩手のも

の、雇うなら岩手の人、行くのだったら岩手県と

いうように岩手の評価を高めていきたい。そして、

ソフトパワーというものを産業振興や経済の成長、

そして所得の向上につなげていきたいと考えてい

ます。 

 

 

 

 

 

【「岩手ソフトパワー戦略」に基づく取組み】 

 

 その具体的な取組みを幾つか紹介しますと、ま

ず文化芸術の振興については岩手県文化芸術振興

基本条例の制定とその推進があります。 

また、岩手ブランドの確立ということについて

は、純情産地というブランド展開をしており、お

米については「いわて純情米」、野菜については「い

わて純情野菜」、そのほか「いわて純情りんご」と

か、「純情」という岩手をイメージさせるキーワー

ドでブランド化を図っています。 

さらに海外戦略としましては、マレーシアやシ

ンガポールに米の輸出を始めたことは先ほど申し

上げたとおりです。東アジア諸国をターゲットに、

質の高い農林水産物の輸出に取り組んでいるとこ

ろです。 

 対外的な情報発信としては、県全体のイメージ

コピーとして「黄金の國、いわて。」を掲げていま

す。「黄金の國、いわて。マルコ・ポーロや西行法

師、松尾芭蕉があこがれた理想郷」として、これ

を県外向け広報誌ですとか、首都圏の地下鉄の中

吊り広告ですとか、そういったところに掲載し、

積極的にＰＲをしています。 
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（２）二つの基本戦略
　　　　　（いわて希望創造プラン）

� 「岩手ソフトパワー戦略」に基づく取組み

　①　文化芸術の振興　（岩手県文化芸術振興基本条例）

　②　岩手ブランドの確立　（「純情産地」のブランド化）

　③　海外戦略　（シンガポール、マレーシア等への米輸出）

　④　対外的な情報発信　（「黄金の國、いわて。」イメージ）
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３３３３    地方自治地方自治地方自治地方自治のののの王道王道王道王道    

    

平泉平泉平泉平泉のののの「「「「自立自立自立自立とととと共生共生共生共生」」」」のののの理念理念理念理念    

 

【平泉の価値について】 

次に、地方自治の王道という題で、平泉の自立

と共生の理念から、地方自治におけるデモクラシ

ーということをお話しします。 

平泉は、この夏に世界遺産登録延期という結論

をユネスコから出してもらったわけですが、３年

後の登録を目指し、文化庁や外務省と調整中です。

平泉の資産の価値そのものについては余り疑問は

呈されませんでしたが、説明の仕方のところで専

門家の意見が分かれました。したがって、説明の

仕方についてもう１回つくり直すこととし、３年

後の世界遺産登録を目指して再出発しているとこ

ろです。 

 平泉という町ですが、これは平安時代、京都中

心の中央集権の時代にあって、独自の政治理念を

持ち、独自の国づくりを進め、いわば「自立」を

実現していました。また、この平泉は世界に通用

する２つの普遍的価値を持っています。１つは人

と人との共生という「平和」、そしてもう一つは人

と自然との共生という「環境」、この平和と環境と

いう理念を実現していたわけです。 

 平泉を築いた初代奥州藤原氏の藤原清衡公は、

前九年の合戦、後三年の合戦という蝦夷と中央か

ら派遣された源氏との血みどろの戦いの中で、親

が殺されたり、妻や子供が殺されたり、大変な目

に遭いました。その清衡公が平泉の中心に中尊寺

を建立するに当たっての願文で、敵も味方も等し

く死を悼み、動物や鳥、魚介類に至るまでその命

の大切さを祈るということを述べています。こう

した敵と味方の両方の死を悼むという、究極の平

和主義を宣言している例というのは世界的にもな

かなかないのではないかと思います。さらに動物

や鳥とか魚介類に至るまで命あるものを大切にし

ようという今のエコロジーの考え方にもつながる、

そういうメッセージを当時既に発していたわけで

す。 

 

 

【平泉の価値について（人と自然との共生）】 

平泉の町全体が浄土をこの世に実現しようとい

うコンセプトでつくられているわけですが、同じ

ように、浄土をこの世に実現しようとしてつくら

れたインドや中国の仏教都市に比べて顕著な違い

があります。アンコールワットの写真と比べると

わかるのですが、インド、中国における浄土のイ

メージは非常に人工的で、池はプールの形、四角

につくります。 

ところが、日本における浄土のイメージは自然

の山や自然の池の中に浄土を見出すということで、

その典型的な浄土庭園が平泉の毛越寺にあるわけ

です。もちろん人工的な浄土イメージは、それは

（１）平泉の「自立と共生」の理念

�平泉の価値について

Ⅰ 人と人との共生

Ⅱ 人と自然との共生

自立自立

平平平平 和和和和平平平平 和和和和

環環環環 境境境境環環環環 境境境境

（１）平泉の「自立と共生」の理念

�平泉の価値について（人と自然との共生）

アンコール・ワット 毛越寺 大泉が池
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それで文化であって、良いものなのですが、日本

独特のこういう浄土のイメージ、ありようという

のが実現されたのが平泉でした。 

 

 

【平泉に花開いた「自立と共生」】 

 

 この平泉の理念、自立と共生、この共生には平

和と環境が含まれるわけですが、これを今の時代

にも守り、発展させていかなければならないと思

っています。ちなみに、この自立、共生、平和と

環境といった価値や理念というものは、平泉で突

然変異的に生じたものではなく、縄文時代から連

綿として岩手の地にあったものだと思っています。

縄文時代から人と自然が一体になって生きる。鹿

踊りのような、動物の格好をして踊るというのは

なかなか欧米諸国にはない文化でして、文明以前

のアニミズムといいますか、古代の文化です。そ

ういう縄文的なものが、これは岩手だけではなく

日本中に残っていると思いますが、人と自然が一

体になり、また人と人とが助け合う「共生」、それ

を中央から独立しながら守っていこうという「自

立」、そうした理念を未来につなげていきたいと考

えています。 

 

 

 

 

地方自治地方自治地方自治地方自治におけるにおけるにおけるにおけるデモクラシーデモクラシーデモクラシーデモクラシー    

 

【「デモクラシー」とは】 

 

 最後にデモクラシーの話で締めくくります。 

そもそも「自立と共生」は地方自治の本質であ

り、デモクラシーの本質でもあると思います。地

方自治はデモクラシーの学校という言葉がありま

すが、地方自治こそデモクラシーの本質を守り、

デモクラシーの最先端を切り開いていくものでな

ければなりません。 

デモクラシーの核心は、主権在民です。主権と

いうものは、ヨーロッパにおいてはキリスト教的

な神様からもらったもの、そもそも神様が持って

いる主権を人間がもらったという発想なのですが、

我々からしますと、主権は自然の賜物なのだと思

います。大自然から生命が生まれ、その生命から

人間が生まれ、そこに自由意志が生じ、主権がそ

こに宿るわけです。そういう意味で主権者という

ものは命を、自然を守るものでなければならない。

この「主権」の本質から、平和主義と環境保護と

いう原理が自然に導かれてくると思いますし、そ

の主権を持つ一人ひとりの権利を守らなければな

らない、という考えから基本的人権という原理も

出てくると思います。 

主権在民、平和主義、基本的人権が日本国憲法

の三原則と言われますが、今の憲法には環境保護

という柱がなく、本当は環境保護の原則というも

25

（１）平泉の「自立と共生」の理念

�平泉に花開いた「自立と共生」

自自自自　　　　立立立立自自自自　　　　立立立立

中央からの独立

共共共共　　　　生生生生共共共共　　　　生生生生

平和と環境の理念

縄文以来の岩手の風土

平泉文化平泉文化平泉文化平泉文化
26

（２）地方自治におけるデモクラシー

� 「デモクラシー」とは

主権在民主権在民主権在民主権在民主権在民主権在民主権在民主権在民 平和主義平和主義平和主義平和主義平和主義平和主義平和主義平和主義

基本的人権基本的人権基本的人権基本的人権基本的人権基本的人権基本的人権基本的人権環境保護環境保護環境保護環境保護環境保護環境保護環境保護環境保護

デモクラシー
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のも憲法の中には入れなければならないのではな

いかと思っています。 

近代のデモクラシーというのは欧米で生まれて、

主権在民と基本的人権中心に発展してきたわけで

すが、それだけだとテロとの戦いとか、そういう

のが起きてしまうわけです。やはり平和主義、環

境保護、人と自然との共生や、人と人との共生と

いった理念を、日本からといいますか、日本の地

方から、地方自治からそういった価値を確認して、

世界にも発信していかなければならないと思って

います。 

 本当は今年、平泉の世界遺産登録が決まったら、

いまお話したようなことを「いわて平泉宣言」と

して打ち出して、「テロとの戦いと言っているが、

平泉を見て反省して勉強しなさい、皆さん」とい

うような、そういう大胆不敵なメッセージを世界

に発信しようと思っていたのですが、登録延期と

なりきっかけをちょっと失ってしまいました。た

だ、地方から本当のデモクラシー、本当の自立と

共生というものをつくること、それは日本をよく

するだけではなく、世界をもよくするものだと信

じていますので、余り大げさではなく地道にそう

いうことを進めていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

おわりに 

  

最後になりますが、本当の改革というのはまだ

まだこれからなのだと思います。そして、日本が

今のグローバル化に対応して、本当の改革をなし

遂げるには地方が活躍しなければならない。 

過去２回のグローバル化の大波に日本が対応す

る際には、地方が大活躍をしました。ＮＨＫの大

河ドラマでは戦国物と幕末維新物が２本柱なわけ

ですが、日本国民があの時代に夢中になるのは、

ただ波瀾万丈だったからだけではなく、地方が活

躍するからなのだと思います。郷土意識がかき立

てられる。日本ほど甲子園野球のような郷土対抗

が盛り上がる国というのはなかなかないですし、

紅白歌合戦では、「松田聖子（福岡県出身）」とか、

歌手の出身地まで出す歌番組なども世界に類を見

ないものです。そういう日本人が本来持っている

郷土意識といいますか、「地方の力」というものを

全面発揮したときに、本当の改革が起きると思っ

ていますので、各自治体、頑張ってまいりましょ

うと申し上げ、私の基調講演を終わります。 

ありがとうございました。 


